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銀イオンはアンモニア性アルカリ溶液中で銀ジアミン錯体を形成します。銀イオンや銀錯体イオンはタンパク質と結合
（-SH基に最も結合しやすい）し、これをクエン酸、ホルマリンの作用により還元して金属銀を析出し、タンパク質のバ
ンドの黒化像を得ます。核酸の場合は、プリン、ピリミジン塩基の-NH2基に結合します。

タンパク質をサンプルとした場合1.
Ⅰ．使用機器、器具、試薬

使用機器・器具
品　　名

1 振とう器
2 スパーテル
3 染色トレイ
4 ディスポーザブル手袋

試　薬
（１）銀染色試薬

品番 品　　名 包装 貯法
423413 2D-銀染色試薬・Ⅱ 10枚用 2～10℃

（２）試薬の調製
試薬の調製は、スラブゲル140mm×140mm×1.0mm 1枚分（マルチゲルⓇⅡミニの場合2枚分）を基準としてい
ますので、ゲルの大きさ、厚さが異なる場合は体積比で調製してください。また、各試薬は用時調製してください。
（マルチゲルⓇⅡはRNAの電気泳動にはご使用できません。）

調製法 留意点
（1）固定液Ⅰ　メタノール　100 ㎖
　　　　　　　 酢　　　　酸     20 ㎖
　　　　　　　 精製水で全量　200 ㎖
　　　　　　　 撹拌混合して固定液Ⅰとする。

○精製水は、10-6mho以下のものを使用してください。
○ メタノール、酢酸は特級以上の高純度品を用いてください。
固定液Ⅰは本キット中に用意しておりませんので自製してくだ
さい。
尚、等電点ゲルの場合は、固定液Ⅰのかわりにスルホサリチル
酸固定液を自製してください。＊

（2）固定液Ⅱ　メタノール　  60 ㎖
　　　　　　　 酢　　　　酸　  20 ㎖
　　　　　　　 ① 固定化剤  　10 ㎖
　　　　　　　 精製水で全量　200 ㎖
 　　　　　　　撹拌混合して固定液Ⅱとする。
（3）前処理液　メタノール　100 ㎖
　　　　　　　 ② 前処理剤  　10 ㎖
　　　　　　　 精製水で全量　200 ㎖
　　　　　　　 撹拌混合して前処理液とする。

○ 銀染色後にMS解析を行う場合は、前処理剤を除いてお使い
ください。

　前処理液　　メタノール　100 ㎖
　　　　　　　精製水で全量　200 ㎖

SECTION 

3 銀染色
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調製法 留意点
（4）銀染色液　③ 染色液Ａ　  10 ㎖に 
　　　　　　　 ④ 染色液Ｂ　  10 ㎖を 
　　　　　 　　混 　合 　後　　　　　
　　　　　　　 精製水で全量　200 ㎖を 
　　　　　　　 撹拌混合して銀染色液とする。

○ 銀染色液は放置すると爆発性の銀アミドを生じる可能性があ
るので用時調製とし、また使用後はconc.HCI (2～3 ㎖)、
NaCl 等を加えAgClの沈殿物としてください。

○ 染色液Aの量が多い場合には感度が高くなりますが、ゲルの
黒化も生じ、また銀鏡の原因にもなります。

（5）現像液　　⑤ 現像原液　  10 ㎖
　　　　　　　 精製水で全量　200 ㎖
　　　　　　　 撹拌混合して現像液とする。
（6）停止液　　⑥ 停止液をそのまま使用します。

＊スルホサリチル酸固定液　スルホサリチル酸　  7 g
　　　　　　　　　　　　　トリクロロ酢酸　  23 g
　　　　　　　　　　　　　精製水で全量　   200 ㎖
　　　　　　　　　　　　　撹拌溶解して使用する。

○等電点ゲルの場合、固定液Ⅰのかわりに使用します。
○ 精製水は、10-6mho以下のものを使用してください。
○ スルホサリチル酸、トリクロロ酢酸は、特級以上のものを使
用してください。

操作手順
・以下の操作はディスポーザブル手袋を着用して行ってください。
・精製水は10-6mho以下のものを使用してください。
・ 使用液量はスラブゲル140mm×140mm×1.0mmを基準としているため、ゲルの大きさにより体積比で換算して
調製してください。

　＊マルチゲルⓇⅡミニ1枚使用の場合は100 ㎖です。

表面の平滑で清浄な容器に固定液Ⅰ200 ㎖を注ぎ、ゲルを浸し、10分間振とう
します。
○操作中ゲルが液面より出ないように注意してください。
○容器は表面が平滑で清浄なものを使用してください。
○専用の振とう器がない場合は、時々手で振とうしてください。

10分 固定液Ⅰ
200 ㎖

1

固定液Ⅰを捨て、固定液Ⅱ200 ㎖を注ぎ、15分間振とうします。

 固定液Ⅱ
200 ㎖

15分

2

固定液Ⅱを捨て、前処理液200 ㎖を注ぎ、10分間振とうします。

前処理液
200 ㎖

10分

3
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前処理液を捨て、精製水 200 ㎖を注ぎ、5分間振とうします。

精製水
200 ㎖

5分

4

精製水を捨て、銀染色液 200 ㎖を注ぎ、15分間振とうします。
○銀染色注入時、液が着色あるいは濁りが生じても染色に影響ありません。
○時間を延長するに従い、現像に要する時間がある程度早くなります。銀染色液

200 ㎖
15分

5

銀染色液を廃液容器＊に捨て、精製水 200 ㎖を注ぎ、2分間振とうします。この
操作を3回繰り返します。
＊廃液処理についてはp28を参照してください。
○ ゲル中の余分な銀ジアミンイオンを除去します。水洗不足は、バックグラウン
ドの着色及びゲル銀鏡の原因となります。

○水洗時間を延長しすぎると現像に長時間を要します。

精製水
200 ㎖

2分
×3回水洗 

6

精製水を捨て、現像液 200 ㎖を注ぎ、5～10分間振とうします。
○ 現像液を加えた際に褐色に濁る場合には、その現像液を捨て、新たに調製した
200 ㎖の現像液を加えます。
○ 現像が不十分な場合、退色の原因となりますので、必ず5分以上現像してくださ
い。

現像液
200 ㎖

5～10分

7

適度の染色像が得られたら（5～10分）停止液 10 ㎖（マルチゲルⓇⅡミニ１枚
の場合は５ ㎖）を注ぎ、よく振とうします。

8

現像を停止したら（～10分）十分水洗して保存してください。9
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～ ワンポイントアドバイス ～

前処理液

　メタノール　100 ㎖
　精製水で全量　200 ㎖

撹拌混合して前処理液とする。

MALDI-TOF　MS感度アップに伴い、銀染色
で解析できる程度の微量タンパク質も銀染色
後のMS解析が可能になりました。
2D-銀染色試薬・Ⅱでは、前処理剤としてグ
ルタルアルデヒドを使用しているため、その
まま使用した場合は、MS解析に適していま
せん。
MS解析を行う場合には、前処理剤を除いて
前処理液を調製してください。その他の試薬
の調製、染色時間は通常の方法と同じです。
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核酸をサンプルとした場合2.
Ⅰ．使用機器、器具、試薬

使用機器・器具
品　　名

1 振とう器
2 スパーテル
3 染色トレイ
4 ディスポーザブル手袋

試薬
（1）銀染色試薬

品番 品　　名 包装 貯法
423413 2D-銀染色試薬・Ⅱ 10枚用 2～10℃

（注）核酸染色の場合は、本キット中の①固定化剤、②前処理剤は使用しませんので、ご注意ください。

（2）試薬の調製
試薬の調製は、スラブゲル140mm×140mm×1.0mm 1枚分（マルチゲルⓇⅡミニの場合2枚分）を基準として
いますので、ゲルの大きさ、厚さが異なる場合は体積比で調製してください。また、各試薬は用時調製してください。

調製法 留意点
10％ トリクロロ酢酸 20 g ○ 精製水は、10-6mho以下のものを使用してください。

○ メタノール、トリクロロ酢酸は特級以上の高純度品を用い
てください。

トリクロロ酢酸溶液 精 製 水 で 全 量 200 ㎖
撹拌混合する。

50％ メ タ ノ ー ル 100 ㎖
メタノール溶液 精 製 水 で 全 量 200 ㎖

撹拌混合する。
銀染色液 ③  染 色 液 A

④  染 色 液 B
混 合 後

10 ㎖に
10 ㎖を

○ 銀染色液は放置すると爆発性の銀アミドを生じる可能性が
あるので用時調製とし、また使用後はconc.HCI (2～3 ㎖)、
NaCl 等を加えAgClの沈殿物としてください。

○ 染色液Aの量が多い場合には感度が高くなりますが、ゲル
の黒化も生じ、また銀鏡の原因にもなります。

精製水で全量200 ㎖を撹拌混
合して銀染色液とする。

現像液 ⑤ 現 像 原 液 10 ㎖
精 製 水 で 全 量 200 ㎖
撹拌混合して現像液とする。

停止液 ⑥ 停止液をそのまま使用します。
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操作手順
・以下の操作はディスポーザブル手袋を着用して行ってください。
・精製水は10-6mho以下のものを使用してください。
・使用液量はスラブゲル140mm×140mm×1.0mmを基準としているため、ゲルの大きさにより体積比で換
　算して調製してください。

　＊マルチゲルⓇⅡミニ1枚使用の場合は100 ㎖です。

表面の平滑で清浄な容器に10％トリクロロ酢酸溶液 200 ㎖を注ぎ、ゲルを浸し、
10分間振とうします。

10％トリクロロ酢酸
200 ㎖

10分

1

10％トリクロロ酢酸溶液を捨て、50％メタノール 200 ㎖を注ぎ、10分間振と
うします。

10分50％メタノール
200 ㎖

2

50％メタノールを捨て、精製水 200 ㎖を注ぎ、5分間振とうします。

5分精製水
200 ㎖

3

精製水を捨て、銀染色液 200 ㎖を注ぎ、15分間振とうします。
○銀染色注入時、液が着色あるいは濁りが生じても染色に影響ありません。
○時間を延長するに従い、現像に要する時間がある程度早くなります。銀染色液

200 ㎖
15分

4
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銀染色液を廃液容器＊に捨て、精製水 200 ㎖を注ぎ、2分間振とうします。この
操作を3回繰り返します。
＊廃液処理についてはp28を参照してください。
○ ゲル中の余分な銀ジアミンイオンを除去します。水洗不足は、バックグラウン
ドの着色及びゲル銀鏡の原因となります。

○水洗時間を延長しすぎると現像に長時間を要します。

精製水
200 ㎖

2分
×3回水洗 

5

精製水を捨て、現像液 200 ㎖を注ぎ、10～20分間振とうします。
○ 現像液を加えた際に褐色に濁る場合には、その現像液を捨て、新たに調製した
200 ㎖の現像液を加えます。
○ 現像が不十分な場合、退色の原因となりますので、必ず10分以上現像してくだ
さい。

現像液
200 ㎖

10～20分

6

適度の染色像が得られたら（10～20分）停止液10 ㎖を注ぎ、よく振とうします。7

現像を停止したら（～20分）十分水洗して保存してください。8

～ ワンポイントアドバイス ～
銀染色に使用するバットは、使用を重ねるうちに銀が付着して茶色になってきます。
これは、濃硝酸で洗えばきれいに落ちます。
また、銀染色に使用するバットを市販のビニール袋で覆って染色操作を行い、毎回取
り替えれば洗浄の必要もありませんし、毎回新しい染色バットを使用するのと同じで
す。
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銀染色操作のまとめ

試　薬
使用量

(140 mm×140 mm×1.0 mm)＊
振とう時間（試薬温度20～23℃基準）

ゲル≦1 mm ゲル≦2 mm＊ 等電点ゲル＊＊ 片面接着ゲル
1．固 定 液 Ⅰ 200 ㎖ 10分 20分 60分 30分
2．固 定 液 Ⅱ 200 ㎖ 15分 30分 30分 30分
3．前 処 理 液 200 ㎖ 10分 20分 30分 30分
4．脱イオン水 200 ㎖ 5分 10分 5分 5分
5．銀 染 色 液 200 ㎖ 15分 30分 30分 30分
6．脱イオン水 200 ㎖×3 各2分 各5分 各2分 各2分
7．現 像 液 200 ㎖ 5～10分 5～10分 5～10分 5～10分
8．停 止 液 10 ㎖

　＊2 mmゲルの場合、各試薬の使用量を2倍にしてください。
＊＊等電点ゲルの場合、固定液Ⅰとしてスルホサリチル酸固定液を使用してください。

泳動条件と銀染色の適用
●タンパク質を主とする電気泳動条件

電気泳動法 ゲルの種類 泳動Buff er系

適
用
で
き
る
泳
動
条
件

Davisらの方法及び変法
PAG（polyacrylamide gel）
Urea- PAG

トリス-グリシン

Weber & Osbornの方法 SDS- PAG リン酸
Swank & Munkerの方法 SDS- PAG トリス-リン酸
Laemmli の方法 SDS- PAG トリス-グリシン

奥山らの方法 一次元 IEF、二次元｛ SDS- PAG
PAG

トリス-グリシン

等電点電気泳動法 アンフォライン入 PAG 水酸化ナトリウム、リン酸
－－－－－－－－－－－－－－－－ SDS- PAG イミダゾール＊

難溶性タンパク質の二次元電気泳動
（O'farrellの系）

一次元 detergent入 IEF
二次元 SDS- PAG

トリス-グリシン

不適用
条　件

Panyim & Chalkleyの方法 Acid-Urea- PAG 酢酸

＊イミダゾールの場合、過ヨウ素酸処理は行わないでください。

●核酸を主とする電気泳動条件

ゲルの種類 泳動Buff er系
適
用
で
き
る
泳
動
条
件

PAG（polyacrylamide gel） Tris-酢　酸- EDTA（TAEbuff er）
PAG（polyacrylamide gel） Tris-ホウ酸- EDTA（TBEbuff er）
PAG（polyacrylamide gel） トリス-グリシン
アガロース- PAG（混成ゲル） Tris-ホウ酸- EDTA（TBEbuff er）
PAG（Urea入） Tris-ホウ酸- EDTA（TBEbuff er）

不適用
条　件

PAG（ホルムアミド入） －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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トラブルシューティング，ＦＡＱ3.
トラブルシューティング
分子量70 KDa付近に偽バンド(artifact)が見られた・・・

原因 対策
表皮のタンパク質であるケラチンのバンドである可能性が高い。 手袋をつけずにコームを抜いたりウエルを触ったり、泳動バッ

ファーの中に指を入れたりすると起こります。必ず手袋をはめて
操作してください。

40-70 KDa付近にタンパク質によらない黒い筋が発生した・・・
原因 対策

β-メルカプトエタノール（β-ME）やジチオスライトール（DTT）タンパク質を還元した後、ヨードアセトアミドを加えてください。

バンドが出ない・・・
原因 対策

ゲルの容積に対して使用した試薬の量が少ない。 説明書に従って適正な試薬量で染色を実施してください。
特にゲル濃度が低いゲルや、ゲル厚が１ｍｍ以下のゲルの場合、
銀染色後の水洗時間が長すぎる。

水洗時間を短縮してください。

実施した電気泳動の系で、銀と反応する物質が入っていた。 電気泳動の系を変更してください。（p23参照）
アプライしたタンパク量が多すぎた。 水洗後、銀染色液のステップからもう一度行ってください。

ゲルが銀鏡する・・・
原因 対策

水洗が不足している。 銀染色後の水洗を延長してください。（ただし、長すぎるとバン
ドが出ない場合がありますのでご注意ください。）

使用した容器が汚れていた。 現像操作で使用する容器を新しい清浄なものにしてください。
振とうが不充分だった。 現像操作中、ゲルが容器表面に密着しないように良く振とうして

下さい。
使用した試薬の量、特に銀染色、現像時での試薬量が規定通りで
ない。

説明書に従って、決められた通りの量で操作してください。

ホルムアミド入りPAGEあるいは酸性系のPAGEに適用した。 使用できませんので別の系を使用してください。（p23参照）

バックグラウンドの着色が激しい・・・
原因 対策

使用した試薬の純度が不充分。 使用する試薬は、特級を使用してください。
使用した脱イオン水の純度不足。 10－6mho以下の脱イオン水を使用してください。
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FAQ
Ｑ１．グリセロールとホルムアルデヒドが入っているゲルを銀染色できますか？
Ａ１． 核酸を銀染色する場合は、ゲル中にホルムアルデヒドが入っているものは染色できません。グリセロー

ルだけ入っているゲルは染色できます。

Ｑ２．  アガロースゲルを銀染色することができますか？
Ａ２． ゲル全体が染まってしまうので使用できません。

Ｑ３． 4M尿素入りのポリアクリルアミドゲルは、銀染色できますか？
Ａ３． 銀染色試薬では、可能です。2D-銀染色試薬・Ⅱではデータがありませんが可能だと思われます。

Ｑ４． タンパク質の場合で2D-銀染色試薬・Ⅱの操作を中断したいのですが、どの時点で中断すれば良いです
か？

Ａ４． 固定液Ⅰあるいは固定液Ⅱに浸した状態で中断してください。長時間中断する場合は、試薬の蒸発を防
ぐため蓋をしてください。

Ｑ５． 銀染色を行いましたが染まり方が淡かったり、逆に現像時間が長すぎたり、銀鏡反応を生じて黒褐色に
染まったりした場合、染め直すことができますか？

Ａ５． 脱色してもう一度染め直すことができます。この時使用する脱色液の処方は下記の通りです。

 Ａ液 NaCl 14.8 g Ｂ液 Na2S2O3 174.4 g
  CuSO4 14.8 g  精製水で全量 400 ㎖
  H2O 340 ㎖ 
  NH4OH 適量※

  精製水で全量 400 ㎖
  ※沈殿物が溶けるまで加えて下さい。

 Ａ液とＢ液を１：１に混合し、更に精製水で10倍希釈したものを脱色液とします。
 なお、脱色しすぎた場合、染色像も同時に消えますので注意してください。
  脱色液中で振とうして、染色像が適当になったところで10％酢酸溶液を加えて脱色を停止してください。

その後、十分水洗いして保存してください。

Ｑ６． CBBで染色した後に銀染色が出来るでしょうか？
Ａ６． 脱色液（75 ㎖酢酸、50 ㎖メタノールに精製水を加え全量1ℓにする）で十分脱色してから銀染色の操

作を行ってください。

Ｑ７． 核酸を2D-銀染色試薬・Ⅱで染色する時、操作を中断する場合は、どの時点で中断すれば良いですか？
Ａ７． 1時間程度なら10％トリクロロ酢酸に浸しておくことができます。一昼夜中断する場合は50％メタノー

ルに浸した状態で中断してください。この場合、試薬の蒸発を防ぐため蓋をしてください。
 また、振とうはしないでください。

Ｑ８．  一本鎖DNAと二本鎖DNAは同程度に染色できますか？
Ａ８． 同程度に染色できます。

Ｑ９．２Ｄ-銀染色試薬・Ⅱは、質量分析（MALDI-TOF MS解析）は可能ですか？ 
Ａ９． 可能です。

  但し、２Ｄ-銀染色試薬・Ⅱの構成試薬の中で、前処理剤にはグルタルアルデヒドが入っていますので、
試薬調整時に前処理剤を除いてお使いいただくことになります。

  　構成試薬の中で前処理剤は、タンパク質の種類による染色ムラを防ぎ、ある程度同じ色調に染めるた
めに使用します。従って前処理剤を使用しなくても検出感度が変わるということはございません。

  従って前処理剤をしない場合、色調が多少茶～黄色っぽくなるかもしれません。また、タンパク量が多
い場合、染まりにくいものがあるかもしれませんのでご了承ください。

 　試薬の調整及び染色時間（マルチゲル® Ⅱミニ 2枚分）
 （1） 固定・　10分　　
   メタノール１００ ㎖＋酢酸２０ ㎖＋精製水⇒２００ ㎖
 （2） 固定・　15分　　
   メタノール　６０ ㎖＋酢酸２０ ㎖＋・固定化剤１０ ㎖＋精製水⇒２００ ㎖
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 （3） 前処理　10分　　
   メタノール　１００ ㎖＋精製水⇒２００ ㎖
   ＊・前処理剤は使用しません。
 （4）水洗　　　5分
 （5）銀染色　15分
  ・染色液Ａ１０ ㎖＋・染色液B１０ ㎖＋精製水⇒２００ ㎖
 （6）水洗　　　2分×３回
 （7）現像　　10分以上
  ・現像原液１０ ㎖＋精製水⇒２００ ㎖
 （8）停止
  ・停止液をそのまま使用します

Ｑ10． 銀染色試薬の廃液はどのように処理すればよいでしょうか？ 
Ａ10． 銀染色試薬中の銀含有量は低濃度であり、有害性は極めて低いものですが、BOD，COD等の排水基準

を考慮し、弊社では塩化銀の沈殿物にしていただいた後、専門業者への引き取りを推奨しております。
 染色液を間違って流した場合は、大量の水で洗い流してください。
 濃塩酸を流してしまった場合、排水のｐHなど、別の問題が発生する可能性があります。
 トリクロロ酢酸を使用した場合、弊社ではアルカリと中和して大量の水とともに流しております。

Ｑ11． ２Ｄ-銀染色試薬・Ⅱを用いてタンパク質と核酸の染色を行いたいのですが、タンパクと核酸を同時に
染色することは可能でしょうか？ 

Ａ11． 核酸染色の場合、タンパク質とは異なる固定（トリクロロ酢酸固定）を行います。
  またキット中の固定化剤及び前処理剤を使用すると反応を阻害するため、固定の後はすぐ銀染色にうつ

ります。
  逆にタンパク質を染色する場合、固定化剤及び前処理剤を使用しないと、バンドが黒く染まらないとい

う弊害が発生します。
  従いまして弊社としては、両者の同時染色というのは推奨しておりません。
  尚、弊社ではゲルの材質はアクリルアミドで、泳動バッファーは、トリス-グリシン系を使用しており

ます。泳動条件が上記以外の場合、タンパク質と核酸をそれぞれのプロトコールで染色しても２Ｄ-銀
染色試薬・Ⅱが適用できない場合がありますのでご注意ください。

Ｑ12． CBB染色液の廃液はどのように処理すればよいでしょうか？ 
Ａ12． MSDSには、「酢酸，メタノールを含む色素製品であるため、排水溝には絶対流さぬこと。産業廃棄物

処理認定業者に委託して処理すること。該当法規に従い廃棄物を処理すること」と明記してあり、実際
弊社でも染色液及び脱色液廃液は専用タンクに保管して、定期的に業者に引き取ってもらっています。

Ｑ13． ２Ｄ-銀染色試薬・Ⅱに法規制物質は含まれていますか？ 
Ａ13． 含まれていません。構成試薬③の染色液Aに硝酸銀が入っていますが、濃度が低いため、該当しません。
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使用後の試薬の処理
●銀染色で使用する固定液, 前処理液
有機溶媒を含みますので、廃液処理にはご留意ください。

●銀染色液
使い終わった銀染色液は、操作完了後直ちに塩酸や塩化ナトリウムを加えて塩化銀の沈殿物にして処理します。その
まま放置すると爆発性の銀アミドを生成する危険がありますから、この処理は忘れずに行ってください。

銀染色液

食塩水など AgCl 沈殿

参考文献
（1） K. Ohsawa & N. Ebata：Silver Stain for Detecting 10-Femtogram Quantities of Protein after Polyacrylamide

Gel Electrophoresis, Anal, Biochem., 135, 409（1983）
（2）入江伸吉：ゲル内のタンパク質の高感度銀染色法, 生化学, 52, 411（1980）
（3） B. R. Oakley et al.：A simplifi ed ultrasensitive silver stain for detecting proteins in polyacrylamide gels, Anal,Biochem., 105, 361
（1980）

（4）H. M. Poehling et al.：Visualization of proteins with silver "stain" a critical analysis, Electrophoresis, 2, 141(1981)
（5）U. K. Laemmli：Cleavage of structural proteins during the assembly of the head of bacteriophage T4,Nature, 227, 680（1970）
（6）Park and Labbe. Anal.Biochem 180: 55-58 (1989)
（7）Bath Electrophoresis 9: 148 (1988)

商品案内（銀染色試薬）4.
銀染色試薬
染色性にムラのない高感度銀染色試薬

特長
●迅速：電気泳動後、１時間以内に染色が完了します。 
● 高 感 度： タ ン パ ク 質 …CBB法 の50～100倍、 
核酸…EB法の50～100倍の感度が得られます。 

●簡便：試薬の調製及び染色操作が簡単です。 
●安全：銀以外の重金属は含有しておりません。 
●二重染色：CBBで染色した後のゲルの染色も可能です。 
● 応用：片面接着ゲル、等電点ゲルの染色もできます。 

適用
　スラブ型ポリアクリルアミドゲル電気泳動（PAGE）及
びSDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動（SDS-PAGE）
後のタンパク質及び核酸の染色。

〔メーカー略号：DCB〕

品　名 品　番 包　装
2D-銀染色試薬・Ⅱ 423413 1パック(10枚用)

試薬名 主　成　分   容　量
①固定化剤 チオ尿素 100 ㎖

②前処理剤
ジチオスライトール、
グルタルアルデヒド、チオ尿素

100 ㎖

③染色液A 硝酸銀 100 ㎖

④染色液B
水酸化アンモニウム、
水酸化ナトリウム

100 ㎖

⑤現像原液
クエン酸、ホルムアルデヒド、
チオ硫酸ナトリウム

100 ㎖

⑥停止液 クエン酸 100 ㎖


